
　
　
　

ご
挨
拶

 

次
長
兼
支
援
課
長　

奥　

山　
　
　

穣　

　

三
木
精
愛
園
は
昭
和
56
年
に
開
設
し
て
以
来
、40
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

昭
和
・
平
成
・
令
和
の
時
代
を
経
て
今
日
に
至
る
の
で
す
が
、
そ
の
間
に
は
、

定
員
の
変
更
・
新
た
な
事
業
の
開
始
・
役
割
を
終
え
た
事
業
の
廃
止
等
、
そ

の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
設
で
あ
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
の
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
で
す
。
当
園
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
平
成
17
年
に
第
1
号
が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
徐
々
に

数
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
ど
の
ホ
ー
ム
も
一
軒
家
を
借
り
て
運
営
し
て
い

ま
す
が
、
近
年
は
建
物
の
老
朽
化
が
目
立
っ
て
お
り
ご
利
用
者
が
住
み
続
け

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
精
愛
園
に
隣
接
す
る
場
所

に
新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
建
設
し
、
一
部
の
ご
利
用
者
に
は
住
み
替
え

を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
精
愛
園
は
閑
静
な
住
宅
街
に
立
地
し
て
い
ま

す
の
で
、
新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
い
て
も
落
ち
着
い
た
地
域
生
活
が

続
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
で
は
、
ご
利
用
者
・
ご
家
族
・
関
係
の

皆
様
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
外
出
や
面
会
の
自
粛
要

請
や
行
事
の
縮
小
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
当
た
り
前
に
出
来
て
い
た

こ
と
が
同
じ
よ
う
に
は
出
来
な
く
な
り
、
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
お
蔭

様
を
も
ち
ま
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
ご
利
用
者
や
職
員
に
発
症
者
は
お
り
ま
せ

ん
。
早
く
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
普
及
し
、
ま
た
元
の
暮
ら
し
が
戻
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、
も
う
し
ば
ら
く
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

精愛園だより精愛園だより精愛園だより
令和 3年10月1日70

三木精愛園・三木精愛園保護者会
兵庫県三木市緑が丘町本町 2丁目3番地
TEL  0794-85-8791 ／ FAX  0794-85-5420
E-mail  seiaien@helen.ocn.ne.jp
ホームページ  https://www.hwc.or.jp/seiaien

Vol.

カレーハウスmoimoi
TEL  0794-84-1014

みんな愛されたいとみんな愛されたいと
思っています思っています



算
報
告

決

令
和
２
年
度

精愛園だより  第70号

１　

地
域
の
元
気
を
支
え
る
取
組
の

展
開

　
「
カ
レ
ー
ハ
ウ
スm

oim
oi

」
と
地

域
交
流
室
を
広
く
地
域
住
民
に
開
放

し
、
地
域
の
各
種
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
利
用
者
や
地
域
住
民
の
「
た

ま
れ
る
場
」を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

・
絵
画
等
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

・
地
域
住
民
の
交
流
や
会
合
の
場

と
し
て
の
地
域
交
流
室
の
提
供

２　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
展

開

　

利
用
者
の
高
齢
・
重
度
化
が
進
む

中
、
ひ
と
り
一
人
に
合
っ
た
ケ
ア
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全
な
移
乗

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
職
員
の
負

担
が
少
な
い
福
祉
機
器
を
有
効
に
活

用
し
て
い
く
た
め
に
、
ノ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

⑴
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の
実
践

と
定
着

　

先
進
施
設
で
の
現
場
実
習
、
お

む
つ
講
習
会
、
外
部
研
修
への
参
加

を
推
進
し
、
利
用
者
に
と
って
負
担

の
な
い
移
乗
動
作
法
を
習
得
す
る

と
共
に
職
員
の
腰
痛
予
防
に
努
め

ま
す
。

・
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
研
修

・「
な
ち
ゅ
は
兵
庫
（
リ
ハ
ケ
ア

東
播
磨
）」
研
修

⑵
口
腔
ケ
ア
の
充
実

　

歯
科
衛
生
士
と
委
託
契
約
を
結

び
、
利
用
者
に
対
す
る
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
と
支
援
員
へ
の
助
言
と
指
導

を
行
い
、
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
等
の

口
腔
ケ
ア
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

３　

堅
実
な
運
営
の
継
続

　

業
務
の
効
率
化
を
す
す
め
て
職
員

の
働
き
方
改
革
を
行
い
ま
す
。
人
材

育
成
基
本
方
針
を
基
に
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
働
き
が
い
を
感
じ
専
門
性

や
資
質
の
向
上
を
目
指
せ
る
よ
う
、

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
、
強
度
行

動
障
害
（
行
動
援
護
）
研
修
へ
の
参

加
に
も
注
力
し
ま
す
。

⑴
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
創
設

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
老
朽
化
対

策
と
し
て
、
本
体
施
設
に
隣
接
す

る
場
所
に
７
名
の
新
た
な
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
創
設
し
ま
す
。

⑵
経
営
基
盤
の
安
定
・
強
化

　

利
用
率
98
％
以
上
の
維
持
及
び

日
中
活
動
の
利
用
促
進
を
図
り
、

経
営
基
盤
の
安
定
・
強
化
に
つ
な

げ
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
た

施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。

・
転
倒
予
防
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み

・
強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
利
用

者
へ
の
支
援
の
質
の
向
上

・
空
床
を
利
用
し
た
、
短
期
入
所

の
緊
急
時
の
受
入

・
生
活
介
護
事
業
（
通
所
部
）
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

  
令
和
３
年
度

　

三
木
精
愛
園
の

　
　

主
な
取
り
組
み

収入の部 支出の部
勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

障害福祉サービス等事業収入 560,117,394 人件費支出 417,320,214
受託事業収入 32,796,349 事業費支出 68,573,493
経常経費補助金収入 7,314,492 事務費支出 53,149,227
過年度収入 29,158 就労支援事業支出 3,714,679
その他の収入 1,556,689 その他の支出 435,440
就労支援事業収入 3,722,120
事業活動収入計（1） 605,536,202 事業活動支出計（4） 543,193,053

施設整備等補助金収入 696,000 固定資産取得支出 4,151,896
固定資産売却収入 200,000 ファイナンス・リース債務の返済支出 1,011,120
施設整備等収入計（2） 896,000 施設整備等支出計（5） 5,163,016

積立資金取崩収入 34,715,000 積立資産支出 30,986,000
拠点区分間繰入金収入 825,000 拠点区分間繰入金支出 54,334,000
その他の活動収入計（3） 35,540,000 その他の活動支出計（6） 85,320,000

収入合計（1）+（2）+（3） 641,972,202 支出合計（4）+（5）+（6） 633,676,069

前期末支払資金残高 9,989,724
当期末支払資金残高 18,285,857
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精愛園だより  第70号

施設入所（生活介護）

短期入所・日中一時

三
木
精
愛
園
で
は
、
日
常
生
活
が
一
人
で
は
困
難
な
方
に
対
し
て
、
食
事
、
入
浴
、
排
せ

つ
の
お
手
伝
い
や
工
場
の
受
注
に
対
し
て
の
生
産
活
動
、
展
示
会
の
出
展
を
目
指
し
た
創
作

活
動
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
指
導
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
従
来
行
っ
て
い
た
音

楽
療
法
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
外
出
支
援
等
は
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
予
防
対
策
と
し
て
自
粛
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
制
限
が
か
か
る
中
で
も
、
季

節
感
を
織
り
込
ん
だ
お
花
見
会
、
ス
イ
カ
割
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
豆
ま
き
等
地
域
利
用
者

も
交
え
て
、小
規
模
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
実
行
し
て
い
ま
す
。

短
期
入
所
事
業
（
宿
泊
定
員
４
名
）

家
庭
で
の
生
活
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
障

が
い
の
あ
る
人
（
障
害
児
を
含
む
）
に
対
し
て
心

身
の
状
況
に
応
じ
、
自
立
支
援
と
日
常
生
活
の
充

実
に
資
す
る
よ
う
、
食
事
・
入
浴
・
余
暇
活
動
な

ど
の
日
常
生
活
支
援
や
健
康
管
理
、
相
談
お
よ
び

援
助
を
行
い
ま
す
。
最
近
は
、
日
中
活
動
と
あ
わ

せ
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
増
え
て
い
ま

す
。

日
中
一
時
支
援
事
業（
障
害
児
も
利
用
で
き
ま
す
）

家
庭
で
の
生
活
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
障

が
い
の
あ
る
人
（
障
害
児
を
含
む
）
に
対
し
、
日

帰
り
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
日
常
生
活
支

援
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ご
本
人
の
気
分
転
換

や
ご
家
族
の
一
時
的 

な
休
息
の
場
と
し
て
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
営

業
で
き
る
よ
う

に
、
感
染
予
防

に
つ
と
め
て
参

り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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通所（生活介護）

相談支援

精愛園だより  第70号

通
所
で
は
、
地
域
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
、
園
で
入
所
さ
れ
て
い
る
方
が
、
日
中
一
緒
に

作
業
や
余
暇
活
動
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

委
託
作
業
や
創
作
活
動
な
ど
に
分
か
れ
、
利
用
者
が
『
や
り
が
い
』
を
感
じ
と
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、『
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
』を
テ
ー
マ
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

感
染
症
対
策
に
努
め
な
が
ら
余
暇
活
動
で
は
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
会
・
季
節
行
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
予
防
対
策
で
行
事
等
に
制
限
が
か
か
る
中
、
利
用
者
の
個
々
人
の
想
い
を
く
み

取
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
潤
い
が
あ
り
楽
し
め
る
空
間
作
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

三
木
精
愛
園
相
談
支
援
事
業
所
は
、
平
成
24
年

12
月
に
相
談
員
１
名
の
事
業
所
と
し
て
開
業
し
ま

し
た
。
開
業
当
初
は
、
仕
事
の
進
め
方
も
良
く
分

か
ら
ず
右
往
左
往
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

先
ず
は
、
相
談
支
援
と
は
、
話
を
お
聞
き
す
る
と

い
う
こ
と
が
最
初
の
1
歩
だ
と
思
い
、
障
が
い
を

も
つ
方
や
そ
の
ご
家
族
の
困
り
ご
と
を
お
聞
き

し
、
力
不
足
な
が
ら
、
寄
り
添
い
な
が
ら
課
題
解

決
に
取
り
組
む
努
力
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

（
ま
だ
ま
だ
力
不
足
は
続
い
て
い
ま
す
が
…
）

し
か
し
、
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
で
、
以
前
の
よ
う
に
お
会
い
し
て
お
話

を
す
る
と
い
う
こ
と
が
難
し
い
時
間
が
続
い
て
い

ま
す
。
今
だ
か
ら
こ
そ
、
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
の
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
役
割
と
は
何
ぞ
や
と
改
め
て
振
り
返
る
時

間
を
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
れ

る
事
を
コ
ツ
コ
ツ

と
頑
張
っ
て
い
き

な
が
ら
、
も
う
一

度
、
相
談
支
援
の

在
り
方
を
見
つ
め

直
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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精愛園だより  第70号

グループホーム

障害者就業・生活支援センター

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
か
ら
15
年
以
上
が
経
過
し
、
建
物
の
老
朽

化
や
利
用
者
の
加
齢
に
伴
う
状
態
の
変
化
、
世
話
人
の
確
保
の
難
し
さ

な
ど
、課
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
3
月
に
は
そ
ら
豆
の
家
を
閉
鎖
し
、

4
月
か
ら
は
5
ホ
ー
ム
、
定
員
20
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
大
き
く
、
地

域
行
事
へ
の
参
加
や
外
出
活
動
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
利
用
者
の
皆
様

に
は
我
慢
の
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
、
こ
こ
ま
で
は
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
か
か
る
方
は
な
く
安
定
し
た
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
が
、

早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
以
前
の
よ
う
に
地
域
の
一
員
と
し
て
、
色
々

な
行
事
等
に
参
加
で
き
る
日
を
皆
さ
ん
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

「
企
業
担
当
者
の
交
流
活
動
」

昨
年
度
よ
り
新
た
に
、
企
業
担
当
者
の
交
流
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
働
く
障
害
の
あ
る
方
の
多
様
化
や
企
業
も
障
害
者
雇
用
に
ど
う

取
り
組
め
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
雇
用
管
理
す
る
担
当
や
現
場
で
共
に
働
く
方
を
対
象
と
し
た
交

流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
５
社
６
名
の
参
加
が
あ
り
、
職
場
で
の
関
わ

り
方
、
家
族
と
の
関
係
、
安
全
対
策
な
ど
日
常
の
支
援
で
は
聞
く
こ
と

が
で
き
な
い
意
見
を
多
く
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
の
企
業
も
「
こ
れ

で
良
い
の
か
」
と
思
っ
て
お
ら
れ
、
他
の
企
業
の
取
組
み
を
知
り
た
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
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精愛園だより  第70号

節
分
会(

自
治
会
）

三
木
精
愛
園
地
域
懇
話
会

新
年
会(

自
治
会
）  

三
木
精
愛
園
セ
ミ
ナ
ー

忘
年
会
（
自
治
会
）

三
木
市
市
民
作
品
展

秋
祭
り 緑

が
丘
小
学
校
と
の
交
流
活
動

七
夕
会
（
自
治
会
）

花
見
会
（
自
治
会
）

3 月
2月

1月
12月

11月
10月

９月
８月

７月
６月

５月
4月

  ※  新型コロナウイルス感染症にかかる自粛のため変更する場合があります。

2021年度　年間行事計画

行
事

報
告

三
木
精
愛
園
で
は
、
利
用
者
様
が
一
年
を
通
し
て
楽
し
み
を

持
っ
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
季
節
ご
と
に
行
事
を
企

画
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

従
来
の
イ
ベ
ン
ト
は
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
小
規
模
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
出
来

る
限
り
楽
し
み
の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4
月
は
、
桜
の
木
の
下
で
恒
例
の
お
花
見
会
を
開
催
し
、
豪
華
弁
当
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
い
に
く
桜
の
花
び
ら
は
ほ
と
ん
ど
散
っ
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
と
て
も
満

足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

7
月
は
、
七
夕
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
利
用
者
様
・
職
員
一
人
ひ
と
り
の
願
い
を
短

冊
に
込
め
て
笹
に
つ
る
し
、
飾
り
つ
け
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
笹
船
流
し
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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精愛園だより  第70号

　

三
木
精
愛
園
で
は
研
修
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に

な
り
、
現
場
に
と
っ
て
必
要
な
研
修
を
時
期
的
に
良
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
行
え
る
よ
う
、
年
間
の
研
修
計
画
を
立
て
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
高
齢
化
や
障
害
の
多
様
化
、
重
度
化
に
伴
う

支
援
力
向
上
及
び
、
防
犯
、
感
染
症
、
虐
待
等
の
意
識
向

上
、
利
用
者
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま

す
。
現
場
の
支
援
に
活
か
せ
る
有
意
義
な
時
間
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

初
回

研
修
内
容

講
師

5
月

（
年
数
回
実
施
）
虐
待
防
止
研
修

外
部
講
師

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）等

6
月

（
年
数
回
実
施
）
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
研
修

伝
達
研
修
等

6
月

（
年
数
回
実
施
）
個
別
支
援
計
画
勉
強
会

園
内
講
師

8
月

（
年
数
回
実
施
）
口
腔
ケ
ア

外
部
講
師

8
月

（
年
数
回
実
施
）
お
む
つ
研
修

園
内
講
師
等

1
月

三
木
精
愛
園
セ
ミ
ナ
ー

園
内
講
師
等

1
月

触
法
研
修

園
内
講
師

令
和
３
年
度　

園
内
研
修
計
画

新型コロナウイルス感染症予防対策について
「施設に持ち込まない」「家庭に持ち帰らない」ために、以下の取り組みをしています。

● 出勤前・出勤時の検温と手洗いの実施
● 各棟・各グループホームに空気清浄機の設置
● 朝会や会議で国や県の行動指針の説明・周知・啓発
● 外部研修や会議はWebで実施
● 保護者とのオンライン面会の実施
● クラスター発生時の対応マニュアルの作成と、シミュレーションの実施
（防護服着脱訓練や、委託業者が食事提供できなくなった際の非常食提供訓練の実施）
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精
愛
園
だ
よ
り

1

三
木
精
愛
園

三
木
精
愛
園
保
護
者
会

住
所  

兵
庫
県
三
木
市
緑
が
丘
町
本
町
二
丁
目
三
番
地

カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
ｍ
ｏ
ｉ
ｍ
ｏ
ｉ

T
E
L  

〇
七
九
四
（
八
四
）
一
〇
一
四

T
E
L  

〇
七
九
四
（
八
五
）
八
七
九
一

FA
X  

〇
七
九
四
（
八
五
）
五
四
二
〇

集
後
記

集
後
記

編

の
動
き

人

日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
に
よ
り
大
き
く
盛
り
上
が
っ

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０

も
終
わ
り
、
よ
う
や
く
朝
夕
に
涼
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
精
愛
園
だ
よ
り
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

内
容
や
取
り
組
み
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
の
生
活
に
お
い
て
、
喜
び
や
楽
し

さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
日
常
を
提
供
で
き
れ
ば
と
職

員
一
同
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
変
化
も
あ

り
ま
す
が
、
関
係
者
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

60歳以上の方で60歳以上の方で

平日価格6,800
円

平日価格6,800
円（税込）（税込）～～

新
規
採
用

新
規
採
用

植　

松　

美　

羽　
　

主　

事

大
古
場　

佳
志
子　
　

支
援
員

大　

出　

雅　

俊　
　

支
援
員

中　

山　

正　

美　
　

支
援
員

𠮷　

行　
　
　

輝　
　

支
援
員

他　

谷　

由　

加　
　

支
援
員

山　

本　
　
　

到　
　

支
援
員

茨　

木　

翔　

太　
　

支
援
員

転
出
者

転
出
者

川　

野　

け
あ
き　
　

支
援
員
（
小
野
起
生
園
）

退
職
者

退
職
者

三　

浦　

将　

明　
　

支
援
員

森　

川　

敏　

雄　
　

支
援
員

村　

川　

慎　

治　
　

支
援
員

本　

郷　

陽　

子　
　

支
援
員

米　

澤　

次　

雄　
　

宿
直
代
行
員

佐
々
木　

雅　

邦　
　

支
援
員

宮　

岡　

禎　

博　
　

支
援
員

苦情解決の窓口

事業所の
相談窓口

・苦情受付担当者　奥山　　穣　　篠塚　隆司
・苦情解決責任者　鰀目とし子
・ご利用時間　９：00～ 17：00
　　　　　　　（土曜 ･日曜 ･祝日､ 年末年始を除く）
・電 話 番 号　0794－85－8791
・ＦＡＸ番号　0794－85－5420
・ＦＡＸの受付は 24時間可能です。
・ 担当者が不在の場合は、事務所までお申し出くだ
さい。
・苦情受付箱を設置していますので、ご利用ください。

社会福祉
事業団の
相談窓口

・所 在 地　〒 651-2134　神戸市西区曙町 1070
　　　　　　　兵庫県社会福祉事業団事務局
・ご利用時間　9：00～ 17：00
　　　　　　　（土曜･日曜･祝日、年末年始を除く）
・電 話 番 号　078－929－5655
・ＦＡＸ番号　078－929－5688  
・ＦＡＸの受付は 24時間可能です。

CURRY  HOUSE

カレーハウス　ｍｏｉｍｏｉ
〒673-0534　兵庫県三木市緑が丘町本町２丁目３
ＴＥＬ　0794－ 84－1014
　　　  （カーナビ設定：0794－ 85－8791）
営業時間　8：00 ～16：30（ラストオーダー16：00）
モーニングは 8：00 ～11：00 のご提供となります

カツカレー　単品￥700（税込）

大
人
気
！

カ
ツ
カ
レ
ー
が
定
番
メ
ニ
ュ
ー
に

仲
間
入
り
し
ま
し
た


